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「
平
成
２３
年
度
と
２２
年
度
予
算
の
性

質
別
の
増
減
内
容
を
伺
う
」
と
の
質
疑

が
あ
り
、
「
物
件
費
は
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
接
種
委
託
料
が
約
４
億
８
４
９
６

万
円
の
増
、
扶
助
費
は
、
子
ど
も
手
当

が
約
１７
億
５
７
８
５
万
円
、
生
活
保
護

費
約
１０
億
６
７
９
９
万
円
の
増
、
児
童

手
当
が
約
５
億
５
１
２
３
万
円
の
減
、

普
通
建
設
費
は
、
占
部
川
改
修
業
務
が

約
８
億
８
４
８
３
万
円
の
増
、
新
一
般

廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
建
設
事
業
が
約
 

８４
億
１
２
７
７
万
円
、
（
仮
称
）
翔
南

中
学
校
新
設
業
務
が
約
３７
億
５
３
８
６

万
円
の
減
な
ど
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
２３
年
度
の
高
齢
者
対
策
予
算
の
前

年
度
と
の
比
較
は
」
と
質
疑
が
あ
り
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
の
医
療
費
の
療
養

給
付
費
負
担
金
が
５
億
３
３
９
４
万
円
、

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
の
一
般
被
保

険
者
療
養
給
付
費
の
前
期
高
齢
者
分
が

約
５
億
円
増
加
し
て
い
る
一
方
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
補
助
金
約
４
０
７
万
円
の
減
、

敬
老
祝
金
の
支
給
年
齢
と
金
額
の
見
直

し
に
よ
り
１
８
４
６
万
円
の
減
額
を
お

願
い
し
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
県
・
市
の
平
成
２０
年
８
月
末
豪
雨

の
２２
年
度
ま
で
の
事
業
費
と
２３
年
度
予

算
額
に
つ
い
て
伺
う
」
と
質
疑
が
あ
り
、

「
県
施
工
で
は
、
伊
賀
川
が
２２
年
度
ま

で
の
事
業
費
は
１９
億
２
６
０
０
万
円
、
 

２２３
年
度
は
５０
億
８
２
０
０
万
円
、
鹿
乗

川
は
、
２２
年
度
ま
で
７
億
８
７
０
０
万

円
、
２３
年
度
は
６
億
９
４
０
０
万
円
、

砂
川
は
２２
年
度
ま
で
７
億
４
８
０
０
万

円
、
２３
年
度
は
１０
億
３
０
０
０
万
円
、
 

広
田
川
は
２２
年
度
ま
で
２２
億
８
０
０
万
 

円
、
２３
年
度
は
１０
億
３
０
０
０
万
円
で
、 

市
施
工
の
占
部
川
は
２２
年
度
ま
で
２７
億

６
５
０
０
万
円
、
２３
年
度
は
２６
億
２
０

０
０
万
円
な
ど
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
財
政
調
整
基
金
、
市
債
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
他
市
と
の
比
較
に
つ
い
て

伺
う
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
財
政
調
整

基
金
は
、
長
野
市
が
１
５
０
億
３
０
０

万
円
で
筆
頭
で
あ
り
、
本
市
は
、
５２
億

１
９
０
０
万
円
で
中
核
市
４０
市
中
１８
番

目
で
あ
る
。
市
債
残
高
の
見
込
み
は
、

６
７
８
億
３
８
０
０
万
円
で
３９
位
、
借

入
額
は
４９
億
８
２
０
０
万
円
で
４０
番
目

の
最
低
、
臨
時
財
政
対
策
債
分
に
つ
い

て
も
最
低
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
２２
年
度
予
算
で
先
送
り
し
た
事
業

の
反
映
状
況
は
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
歩
道
等
の
整
備
業
務
で
は
、
市
道
日

名
橋
線
竜
美
丘
５
号
線
は
２１
年
度
３
月

補
正
で
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
を
繰
り

越
し
２２
年
度
に
着
工
、
道
路
新
設
改
良

事
業
の
丹
坂
駒
立
線
整
備
業
務
は
、
２３

年
度
に
工
事
請
負
費
、
土
地
購
入
費
な

ど
約
１
億
７
２
５
万
円
を
計
上
し
、
岡

崎
城
址
公
園
整
備
業
務
で
は
駐
車
場
連

絡
通
路
の
実
施
設
計
な
ど
１
２
２
０
万

円
を
計
上
し
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

 

◇
本
会
議
に
お
け
る
質
疑
 

○平成23年度予算の質疑 

議 
案 
審 
議 

一般会計 

特別会計 

企業会計 

計 

会計別当初予算 市
民
一
人
当
た
り
で
み
た 

一
般
会
計
歳
出
予
算
額 

４
月
１
日
現
在
の
人
口
　 

３
７
６
４
６
９
人
　 

108,490 

64,139 

31,068 

203,69717,811（6.2%） 

（単位：百万円） 

（単位：円） 

※6ページに主な事業を掲載してあります。 

91.0% 

99.2% 

102.2% 

95.1%

予算額 

公債費 

31,275（10.8%） 

衛生費 

31,997（11.1%） 

教育費 

107,698（37.4%） 

民生費 

47,583（16.5%） 

土木費 

28,507（9.9%） 

総務費 

対前年度比 

グラフでみる平成23年度当初予算 
・市債 
　４９億８，２００万円 
　（４．６％） 

・その他 
　３３億３，８９５万円 
　（３．１％） 

・その他 
　８７億７，４３９万円 
　（８．１％） 

歳　入 
［一般会計］ 
1,084億 
9,000万円 

歳　出 
［一般会計］ 
1,084億 
9,000万円 

・県支出金 
　６１億７，５４７万円 
　（５．７％） 

・国庫支出金 
　１５５億３，７１９万円 
　（１４．３％） 

・地方消費税交付金 
　３４億１００万円 
　（３．１％） 

・その他 
　４１億６，６０４万円 
　（３．８％） 
・諸収入 
　４８億２，９６９万円 
　（４．５％） 

・繰入金 
　４４億８，４４４万円 
　（４．１％） 

依存財源 
３０．８％ 

自主財源 
６９．２％ 

●議会費 
　 ８億２，５１２万円 
●労働費 
　 ３億１，６１７万円 
●農林業費 
　１３億１，４４９万円 
●商工費 
　２５億１，１５８万円 
●消防費 
　３６億３，７０３万円 
●その他 
　 １億７，０００万円 

（ 

） 

・市税 
　６１５億 
　７，５２２万円 
　（５６．８％） 

・総務費 
　１０７億３，２１８万円 
　（９．９％） 

・民生費 
　４０５億４，４９９万円 
　（３７．４％） 

・土木費 
　１７９億１，３４０万円 
　（１６．５％） 

・教育費 
　１２０億 
　４，５７０万円 
　（１１．１％） 

・公債費 
　６７億５２７万円 
　（６．２％） 

け
い
 

・衛生費 
　１１７億 
　７，４０７万円 
　（１０．８％） 



シビックセンター 

防災くん 

４ 

◇
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
 

◇
一
般
会
計
 

○平成23年度予算の質疑 

    ◆
総
務
費
 

　
「
配
信
動
画
製
作
委
託
料
の
内
容
に

つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
「
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
配
信
す
る
動
画
製

作
の
た
め
の
委
託
料
で
あ
り
、
従
来
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
だ
け
で
な
く
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
っ
て
動
画
配
信
す
る
こ
と
で
、
市
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の
人
が
視
聴
可
能
と

な
る
。
本
市
の
歴
史
遺
産
、
イ
ベ
ン
ト

の
配
信
は
、
市
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致

活
動
の
一
助
に
な
り
、
ま
た
市
民
向
け

に
ご
み
分
別
方
法
な
ど
の
情
報
を
動
画

で
説
明
す
れ
ば
市
民
生
活
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
市

外
・
県
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
家
康
行
列
や
観

光
夏
ま
つ
り
と
い
っ
た
も
の
は
、
肖
像

権
な
ど
の
関
係
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
対
応
を
踏
ま
え
業
者
へ
製
作
委
託
す

る
も
の
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
に
お

い
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
期
待
で

き
る
新
た
な
企
画
が
あ
れ
ば
伺
う
」
と

の
質
疑
が
あ
り
「
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
平
成
２３
年
度
に
１０
周
年
を
迎
え

る
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
会
員
制
度
を

導
入
す
る
。
こ
の
制
度
は
有
料
と
無
料

の
２
種
類
あ
り
、
無
料
会
員
か
ら
は
情

報
誌
の
送
付
と
チ
ケ
ッ
ト
の
先
行
予
約

を
受
け
付
け
る
。
有
料
会
員
か
ら
は
、

年
会
費
５
０
０
０
円
で
情
報
誌
の
送
付

と
チ
ケ
ッ
ト
の
先
行
予
約
を
座
席
指
定

と
い
う
形
で
受
け
付
け
、
チ
ケ
ッ
ト
の
 

１０
％
割
引
も
導
入
す
る
。
公
共
の
ホ
ー

ル
で
あ
る
た
め
、
市
内
に
在
住
在
勤
の

方
を
入
会
条
件
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
進

め
る
」
と
答
え
た
。
 

◆
民
生
費
 

　
「
公
立
保
育
園
園
庭
芝
生
化
業
務
の

事
業
内
容
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
「
モ
デ
ル
園

と
し
て
福
岡
南
保
育
園
を
予
定
し
て
お

り
、
芝
生
化
の
面
積
は
乳
児
用
園
庭
の

４
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
け
が
や
砂
ぼ
こ
り
の
防
止
な

ど
安
全
性
や
快
適
性
と
い
っ
た
芝
生
化

の
メ
リ
ッ
ト
と
、
維
持
管
理
費
用
や
協

力
を
い
た
だ
く
保
護
者
へ
の
負
担
な
ど
、

費
用
対
効
果
に
つ
い
て
地
元
や
保
護
者

の
意
見
を
聞
く
中
で
方
向
性
を
決
め
て

い
き
た
い
」
と
答
え
た
。
 

◆
労
働
費
 

　
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
武
将
観
光

推
進
業
務
で
、
武
将
隊
の
構
成
と
雇
用

人
数
は
。
ま
た
、
具
体
的
な
内
容
を
伺

う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
「
武
将
隊
は
家

康
公
と
徳
川
四
天
王
、
お
付
き
の
武
将

４
人
の
合
計
９
人
で
構
成
し
、
そ
の
う

ち
８
人
は
失
業
者
を
雇
用
し
た
い
。
武

将
隊
の
具
体
的
な
内
容
は
、
主
に
岡
崎

公
園
に
お
い
て
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝

日
に
武
将
隊
全
員
に
よ
る
シ
ョ
ー
タ
イ

ム
と
し
て
、
演
舞
、
名
乗
り
、
観
光
客

と
の
掛
け
合
い
を
、
平
日
は
最
低
１
人

常
駐
し
て
練
り
歩
き
や
記
念
撮
影
等
、

観
光
客
の
お
も
て
な
し
を
行
い
た
い
」

と
答
え
た
。
 

◆
農
林
業
費
 

　
「
２２
年
度
お
か
ざ
き
農
業
塾
終
了
者

の
う
ち
新
規
就
農
し
た
人
は
ど
の
く
ら

い
い
る
の
か
。
今
後
、
新
規
就
農
者
の

フ
ォ
ロ
ー
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
「
お
か
ざ

き
農
業
塾
の
第
一
期
生
に
つ
い
て
は
２２

年
７
月
か
ら
２０
名
の
う
ち
４
名
が
就
農

を
開
始
し
て
い
る
。
新
規
就
農
者
は
、

農
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る

た
め
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
農
業
塾

な
ど
の
研
修
修
了
者
の
農
地
の
取
得
下

限
面
積
を
通
常
の
３０
ア
ー
ル
か
ら
１０
ア

ー
ル
へ
引
き
下
げ
て
借
り
や
す
く
す
る

ほ
か
、
借
り
る
土
地
が
見
つ
か
ら
な
い

場
合
に
は
耕
作
放
棄
地
の
あ
っ
せ
ん
な

ど
も
考
え
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

◆
土
木
費
 

　
「
放
置
自
転
車
の
撤
去
の
方
法
は
。

ま
た
、
放
置
自
転
車
を
減
ら
す
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑

が
あ
り
「
放
置
さ
れ
た
自
転
車
及
び
原

動
機
付
き
自
転
車
に
つ
い
て
は
、
条
例

に
基
づ
い
て
注
意
札
で
移
動
の
告
知
を

行
っ
た
後
に
撤
去
し
て
い
る
。
放
置
自

転
車
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
、
注
意
札
を
張
る
な
ど
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
２２
年
度
は
重
点
的

な
対
策
と
し
て
、
放
置
自
転
車
の
多
い

東
岡
崎
駅
と
男
川
駅
で
、
市
職
員
、
警

察
官
、
名
鉄
職
員
と
共
同
で
放
置
禁
止

の
指
導
を
行
っ
た
」
と
答
え
た
。
 

◆
消
防
費
 

　
「
防
災
緊
急
メ
ー
ル
・
防
災
く
ん
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ

り
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
り
浸
水
被
害

の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
と
き
に
鳴
る
浸

水
警
報
装
置
の
サ
イ
レ
ン
に
連
動
し
て

メ
ー
ル
を
配
信
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

浸
水
情
報
以
外
に
大
雨
警
報
等
の
警
報

情
報
、
地
震
情
報
、
東
海
地
震
関
連
情

報
、
避
難
情
報
な
ど
、
市
か
ら
発
信
す

る
緊
急
の
情
報
等
も
メ
ー
ル
配
信
す
る
。

現
行
の
メ
ル
マ
ガ
お
か
ざ
き
よ
り
配
信

速
度
が
格
段
に
速
く
な
り
、
個
人
で
受

信
す
る
項
目
や
、
浸
水
情
報
の
受
信
し

た
い
地
区
を
選
択
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
」
と
答
え
た
。
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○平成23年度予算の質疑 

◇
特
別
会
計
 

◇
企
業
会
計
 

　
「
東
海
地
震
が
３０
年
以
内
に
発
生
す

る
確
率
が
８７
％
と
言
わ
れ
る
中
、
防
災

拠
点
施
設
と
併
せ
て
自
主
防
災
組
織
を

今
ま
で
以
上
に
強
化
、
充
実
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
考
え
は
」
と

の
質
疑
が
あ
り
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
が
発
生
し
、
今
後
、
東
海
・
東
南

海
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
自

助
、
共
助
が
災
害
対
策
に
お
い
て
は
重

要
な
こ
と
か
ら
、
地
域
防
災
力
の
向
上

が
急
務
で
あ
り
、
消
防
団
、
自
主
防
災

組
織
が
連
携
を
深
め
、
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災

講
習
会
、
消
防
訓
練
等
を
今
ま
で
以
上

に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
答

え
た
。
 

◆
教
育
費
 

　
「
県
か
ら
移
譲
さ
れ
た
ア
イ
プ
ラ
ザ

が
平
成
２３
年
８
月
に
総
合
学
習
セ
ン
タ

ー
と
し
て
オ
ー
プ
ン
す
る
が
、
施
設
の

管
理
体
制
は
。
ま
た
オ
ー
プ
ン
ま
で
の

問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
や
予
約
の
方
法

に
つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
は
教
育
研
究
所

の
機
能
を
引
き
継
ぐ
教
育
研
究
研
修
部

門
と
、
大
・
小
ホ
ー
ル
や
体
育
室
な
ど

市
民
に
生
涯
学
習
活
動
の
場
を
提
供
す

る
生
涯
学
習
部
門
を
併
せ
持
っ
た
複
合

施
設
と
な
り
、
開
所
当
初
は
直
営
施
設

と
し
て
民
間
委
託
を
活
用
し
て
運
営
す

る
が
、
そ
の
中
で
複
合
施
設
に
合
っ
た

効
率
的
、
か
つ
効
果
的
な
運
営
管
理
方

法
を
構
築
し
て
、
近
い
将
来
指
定
管
理

の
導
入
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
４
月
下
旬
か
ら
利
用

希
望
者
へ
の
施
設
の
案
内
を
含
め
た
利

用
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
で
き
る
体
制

を
取
り
、
５
月
上
旬
か
ら
予
約
の
受
け

付
け
を
開
始
し
て
い
く
予
定
で
現
在
準

備
を
進
め
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
本
市
は
、
２２
年
４
月
に
教
育
課
程

特
例
校
の
指
定
を
全
小
学
校
で
受
け
、

小
学
校
１
年
か
ら
英
語
活
動
を
実
施
し

て
い
る
が
、
２３
年
度
も
継
続
す
る
の
か
」

と
の
質
疑
が
あ
り
「
２３
年
度
も
全
小
学

校
に
お
い
て
教
育
課
程
特
例
校
の
指
定

を
継
続
す
る
。
週
に
１
時
間
、
５
、
６

年
生
だ
け
に
外
国
語
活
動
の
授
業
を
行

う
よ
り
も
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
全
児
童
に
毎
日
英
語
を
聞
か

せ
る
方
が
効
果
的
に
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
お
り
、
全
国
に
先
駆
け

た
取
り
組
み
で
も
あ
る
。
学
校
現
場
か

ら
は
子
ど
も
た
ち
の
発
音
が
良
く
な
り
、

進
ん
で
英
語
を
使
お
う
と
い
う
姿
勢
が

見
ら
れ
る
な
ど
の
成
果
も
現
れ
て
き
て

い
る
」
と
答
え
た
。
 

 
 

 ◆
下
水
道
 

　
「
衛
生
設
備
資
金
貸
与
業
務
は
２３
年

度
も
６
８
０
０
万
円
の
計
上
が
あ
る
が
、

貸
与
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
」
と
の
質

疑
が
あ
り
「
処
理
区
域
の
方
に
早
期
接

続
を
促
す
施
策
で
あ
り
、
宅
内
排
水
設

備
資
金
貸
し
付
け
と
し
て
最
高
４０
万
円
、

便
所
改
造
資
金
貸
し
付
け
と
し
て
最
高
 

４０
万
円
、
合
計
最
高
８０
万
円
を
無
利
子

で
貸
し
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
償
還
期

間
は
４０
カ
月
以
内
で
、
２３
年
度
は
排
水

設
備
資
金
貸
し
付
け
１
７
０
件
、
便
所

改
造
資
金
貸
し
付
け
１
７
０
件
分
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。
」
と
答
え
た
。
 

  ◆
病
院
事
業
 

　
「
２３
年
度
は
、
約
１
億
６
０
０
０
万

円
の
黒
字
を
予
定
す
る
予
算
編
成
で
あ

る
が
、
そ
の
収
支
改
善
の
要
因
に
つ
い

て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
収
入

に
つ
い
て
は
、
当
院
が
従
来
か
ら
行
っ

て
い
る
比
較
的
難
易
度
の
高
い
手
術
や

救
急
患
者
の
受
け
入
れ
、
地
域
医
療
へ

の
貢
献
な
ど
が
、
２２
年
４
月
の
診
療
報

酬
改
定
で
重
点
的
に
評
価
さ
れ
た
こ
と

や
、
看
護
師
７
対
１
体
制
、
及
び
医
師

の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
医
師
事
務

作
業
補
助
員
の
増
員
等
に
伴
う
施
設
基

準
の
新
規
取
得
な
ど
が
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
支
出
に
つ
い
て
は
、
医
療
職
員

の
充
実
に
伴
う
給
与
費
の
増
額
が
あ
る

も
の
の
、
単
価
交
渉
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
採
用
拡
大
に
よ
り
材
料
費
の

増
加
を
極
力
押
さ
え
る
と
と
も
に
、
看

護
補
助
業
務
の
業
務
内
容
の
見
直
し
な

ど
に
よ
り
、
委
託
料
全
体
を
押
さ
え
て

お
り
、
修
繕
費
や
賃
借
料
の
減
額
な
ど

も
加
え
て
計
算
す
る
と
１４
年
ぶ
り
の
黒

字
予
算
と
い
う
結
果
に
な
る
」
と
答
え
た
。 

◆
水
道
事
業
 

　
「
男
川
浄
水
場
の
更
新
工
事
に
は
、

２
２
０
億
円
と
多
額
の
費
用
を
要
す
る

が
、
水
道
料
金
の
改
定
を
考
え
て
い
る

の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
安
全
で

安
心
な
水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、

市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
中
期
経
営
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
は
男

川
浄
水
場
の
更
新
工
事
を
念
頭
に
お
い

た
財
政
収
支
計
画
で
あ
り
、
自
己
資
金

の
確
保
に
努
め
て
い
る
た
め
、
現
段
階

で
料
金
改
定
の
予
定
は
な
い
。
た
だ
、

節
水
型
社
会
に
入
り
、
収
入
の
大
半
を

占
め
る
水
道
料
金
収
入
は
減
少
傾
向
と

な
り
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
今

後
と
も
経
費
の
節
減
、
効
果
的
な
事
業

運
営
を
心
掛
け
低
廉
な
水
道
水
の
安
定

供
給
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。
 

き

ぐ
 

て
い
　
れ
ん
 



６ 

平
成
２３
年
度
　
当
初
予
算
の
主
な
事
業 

・ＤＶ相談業務 3,198 

・多文化共生推進業務 6,470 

・防犯灯新設業務 15,266 

・交通安全施設整備事業 171,146 

・狭あい道路拡幅整備事業 136,379 

・消防自動車等購入業務 203,789 

 

 

 

・予防接種業務 1,067,686 

・公衆衛生センター整備費補助業務 301,661 

・緊急一時預かり業務 600 

・障がい福祉施設整備事業費補助業務 216,300 

・介護保険暫定サービス利用者負担助成業務 147 

・保育サービスの充実 6,018,432 

・新医療制度対応業務 50,000 

・地域の中核病院としての機能の充実 662,186 

 

 

 

・鳥川ホタルの里整備業務 53,384 

・地球温暖化対策事業 24,238 

・新一般廃棄物中間処理施設建設業務 41,616 

 

 

 

・地域活性化事業 45,689 

・緊急雇用創出事業 156,718 

・遊休農地活用対策業務 1,300 

・農林産物被害対策事業 23,273 

・林業支援事業 92,831 

・外国人観光客誘致業務 7,605

１　地域で支えあい安全に暮らせるまちづくり 
　　（市民生活・地域社会の充実） 

２　健やかに安心して暮らせるまちづくり 
　　（保健・医療・福祉の充実） 

３　自然と調和した環境にやさしいまちづくり 
　　（環境共生都市の実現） 

４　賑わいと活力あるまちづくり 
　　（経済の振興） 

・岡崎駅東地区整備業務 568,253 

・組合施行土地区画整理助成事業 229,340 

・東岡崎駅周辺地区整備推進業務 395,300 

・藤川地区整備推進業務 981,689 

・交通政策推進事業 333,268 

・街路・道路新設改良事業 1,025,037 

・橋りょう新設改良・修繕事業 798,315 

・公園緑地整備事業 201,898 

・河川・排水路改修事業 2,989,932 

・地域優良賃貸住宅供給促進業務 50,000 

・下水道事業の主な取り組み 2,390,190 

・水道事業の主な取り組み 2,887,207 

 

 

 

・小中連携英語教育推進業務 4,887 

・総合学習センター設立・管理運営事業 120,660 

・小学校整備事業 444,132 

・中学校整備事業 767,438 

・東部学校給食センター建設業務 23,100 

・旧本多邸復元活用業務 267,031 

・悠紀の里整備業務 33,593 

 

 

 

・情報通信機器整備業務 38,349 

 

 

・公立保育園・幼稚園園庭芝生化業務 1,506 

・住民基本台帳整備業務 54,982 

・中核市・特例市グリーンニューディール基金事業 41,144

５　快適で魅力あるまちづくり 
　　（都市基盤・生活基盤の整備） 

６　未来を拓く人を育むまちづくり 
　　（教育・文化の振興） 

７　将来まで自律した状態が続く都市経営 
　　（自律した都市経営の実践） 

その他 

予算額  千円 

○主な事業 

ゆ　 き 



平 
成 
２３ 
年 
度 
当 
初 
予 
算 
以 
外 
の 
議 
案 

平成22年度3月補正予算 
（単位：万円） 

一般会計 

補正前 

12,198,889

特別会計 6,550,662

企業会計 3,034,240

合計 21,783,791

補正額 

△84,876

△126,927

△78,489

△290,292

補正後 

12,114,013

6,423,735

2,955,751

21,493,499

   　
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
を
受
け
る

と
と
も
に
監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告

書
の
提
出
を
受
け
る
契
約
を
行
う
も
の
。

質
疑
　
監
査
結
果
は
、
担
当
課
の
実
務

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
伺
う
。
 

答
弁
　
担
当
課
に
対
し
て
は
、
報
告
書

の
提
出
前
に
内
容
説
明
を
行
っ
て
お
り
、

監
査
結
果
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
実

務
に
反
映
、
展
開
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
監
査
を
実
施
す
る
過

程
に
お
い
て
も
、
監
査
人
か
ら
担
当
者

に
対
し
て
具
体
的
な
指
摘
も
行
わ
れ
て

お
り
、
外
部
の
専
門
家
の
意
見
に
直
接

触
れ
る
こ
と
で
、
今
ま
で
と
違
っ
た
考

え
方
、
事
務
手
法
等
を
知
る
機
会
と
な

り
、
事
務
改
善
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
　
 

   ◇
産
業
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
 

　
地
域
産
業
の
振
興
の
た
め
に
必
要
な

人
材
の
育
成
を
支
援
す
る
施
設
の
設
置

及
び
管
理
並
び
に
使
用
料
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
。
 

▼
平
成
２３
年
４
月
１
日
施
行
　
 

質
疑
　
こ
の
施
設
の
譲
渡
を
受
け
た
後
、

市
が
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
使
用
料
は
 

変
更
す
る
の
か
。
ま
た
、
事
業
内
容
の
 

変
更
は
可
能
な
の
か
伺
う
。
 

答
弁
　
貸
し
出
し
を
す
る
教
室
や
実
習

室
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
料
金
体
系
を

踏
襲
し
て
い
く
が
、
実
習
棟
の
第
４
実

習
室
と
第
５
実
習
室
だ
け
は
こ
れ
ま
で

一
体
の
実
習
室
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
実
態
に
合
わ
せ
一
つ
の
部
屋

と
し
て
料
金
を
設
定
し
た
た
め
若
干
安

く
な
る
。
ま
た
、
事
業
内
容
の
変
更
に

つ
い
て
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
譲
渡
条

件
は
公
用
若
し
く
は
公
共
用
に
利
用
す

る
と
い
う
だ
け
で
、
利
用
の
方
法
は
市

の
考
え
方
次
第
で
あ
り
、
今
回
の
譲
渡

を
受
け
る
に
当
た
っ
て
は
現
在
の
利
用

方
法
を
踏
襲
し
、
地
域
産
業
の
振
興
を

図
る
施
設
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。
 

   ◇
国
民
健
康
保
険
条
例
 

　
保
険
料
の
算
定
に
係
る
賦
課
割
合
を

見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
賦
課

の
適
正
化
を
図
る
も
の
。
 

▼
平
成
２３
年
４
月
１
日
施
行
（
一
部
公

布
の
日
か
ら
施
行
）
 

質
疑
　
国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
割
合

を
変
更
す
る
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。
 

答
弁
　
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
加
入

者
の
市
民
税
所
得
割
総
額
の
増
加
を
見

込
む
こ
と
は
厳
し
く
、
ま
た
、
医
療
費

の
上
昇
を
見
込
む
必
要
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
保
険
料
の
賦
課
割
合
に
つ
い
て
、

所
得
割
の
割
合
を
２
％
減
ら
し
、
均
等

割
及
び
平
等
割
に
そ
れ
ぞ
れ
１
％
ず
つ

配
分
を
増
や
す
こ
と
で
、
保
険
料
の
上

昇
を
所
得
の
あ
る
方
な
ど
の
負
担
に
偏

ら
せ
ず
、
広
く
加
入
者
全
体
で
負
担
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。
 

◇
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
条
例
 

　
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
休
館

日
等
を
見
直
す
も
の
。
 

▼
平
成
２３
年
４
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の

改
正
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。
 

答
弁
　
平
日
の
利
用
時
間
は
正
午
か
ら

と
し
て
い
る
が
、
小
学
校
の
始
業
式
な

ど
学
校
の
行
事
に
よ
る
児
童
の
下
校
時

刻
に
合
わ
せ
て
正
午
前
か
ら
の
利
用
に

対
応
し
、
通
常
授
業
の
あ
る
日
の
児
童

の
利
用
は
授
業
終
了
後
か
ら
の
利
用
で

あ
る
た
め
、
児
童
の
利
用
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
利
用
時
間
を
児
童
の
下
校
時

か
ら
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
年

末
年
始
の
休
館
日
に
つ
い
て
は
、
１２
月
 

２８
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
と
し
て
い
る

が
、
１２
月
２８
日
は
市
の
他
の
施
設
の
多

く
が
開
館
し
て
い
る
こ
と
や
、
保
護
者

の
勤
務
先
の
年
末
年
始
休
暇
の
開
始
が

遅
く
な
っ
て
い
る
傾
向
で
あ
る
こ
と
、

利
用
を
希
望
す
る
声
も
多
く
あ
る
こ
と

か
ら
開
館
し
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
 

   ◇
牧
平
公
園
条
例
 

　
牧
平
公
園
を
含
む
一
部
区
域
の
都
市

計
画
区
域
へ
の
編
入
に
よ
り
、
同
公
園

を
都
市
公
園
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と

に
伴
い
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。
 

▼
平
成
２３
年
４
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
都
市
公
園
の
種
類
別
の
公
園
数

に
つ
い
て
伺
う
。
　
 

答
弁
　
都
市
公
園
数
は
全
体
で
、
現
在

２
２
７
公
園
あ
り
、
種
類
別
で
は
十
王

公
園
な
ど
の
街
区
公
園
が
１
６
２
公
園
、

井
田
公
園
な
ど
の
近
隣
公
園
が
１９
公
園
、

矢
作
公
園
な
ど
の
地
区
公
園
が
２
公
園
、

東
公
園
な
ど
の
総
合
公
園
が
２
公
園
、

広
域
公
園
と
し
て
岡
崎
中
央
総
合
公
園

が
１
公
園
あ
る
。
そ
の
他
と
し
て
、
歴

史
公
園
や
緑
地
、
緑
道
な
ど
の
公
園
が
 

４１
公
園
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
牧
平

公
園
は
新
た
に
近
隣
公
園
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
。
 

 

７ 

○議案の説明と質疑 

条
例
の
廃
止
 

包
括
外
部
監
査
契
約
 

条
例
の
制
定
 

条
例
の
一
部
改
正
 


